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2点及び３点によるステレオカイネティック現象

Thestereokineticphenomenonfroｍ２ｏｒ３ｐｏｉｎｔｓ

小松英海＊

HZcIcmjKOmqt8測

Stereokineticphenomenonoccurwhencertain2-Dpatternsarerotatedinthefrontparallel

plane・Zanforlin（1988a，1988b）explainedthisphenomenonbythehypothesisofveIocity

differencesminimization・ZanforlinandVallortigara（1988）appliedthehypothesistoa

rotatinｇｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅｏｒｔｗｏｐｏｉｎｔｓｏｆｔｈｅｅｎｄｓｏｆａｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅ，Ｔｈｅｙｓｈｏｗｅｄｔｈｅａｐ‐

ｐａｒｅｎｔｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｌｉｎｅｄｉｄｎＯｔｄependontheabsolutephysicalveIocitiesoftheendpoints

butratherontherelativevelocities，andtheabsolutephysicalvelocitiesmerelyaffected

theapparentpositionoftheIiｎｅｗｉｔｈｒｅｓｐｅｃｔｔｏｔｈｅｐｌａｎｅｏｆｄｉｓｋ・certainly，theapparent

lengthdependedontherelativevelocities，ｂｕｔｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｒｅｓｕｌｔｗｉｔｈｔｗｏｐｏｉｎtsshowed

thattheabso1utevelocitｉｅｓｄｉｄｎ,taffecttheapparentposition・Theapparentpositionof

thelinewithrespecttｏｔｈｅｐｌａｎｅｏｆｔｈｅｄｉｓｋｄｅｐｅｎｄｅｄｏｎｗｈetherornotthecenterof

rotatioｎｗａｓｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｂｏｔｈｅｎｄｐｏｉｎｔｓ･Addedonemorepoint，atriangleappeared

slantedinto3.Ｄspace，Ｔｈｅｓｈａｐｅｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆｔｂｒｅｅｐｏｉｎｔｓｗasbeldconstant，evenwhen

theyrotatedandslanted・Theapparenttriangle,sheightalsodependedontherelative
velocities．

が発達したのにもかかわらず，運動視を扱わないのは，

片手落ちである。そしてまた，現状では，運動視に関し

て「満足すべき現象カタログしない（山田・増田,1991)」

のである。

もっともこれまでの知覚研究の歴史の中で，運動対象

がまったく扱われてこなかった訳ではない。ゲシュタル

ト心理学は仮現運動の研究から始まり，Michotteは

独自に開発した円盤法という運動パターン提示装置を用

い，有名な因果関係の知覚などの多彩な現象を示してき

た（Michotte，1954)。

現在，計算論の隆盛の中で’運動情報から得られる三

次元知覚についての研究が蝋んである。この研究は回転

する２枚の羽根の影の観察，リサージュ図形の観察から

はじまり（Braunstein，1962,1976)，後のカイネティッ

クデプス効果の研究につながっていると思われる。カイ

ネティックデプス効果に先立つ最初のまとまった詳細な

研究は，Benussi，Musattiによるステレオカイネティ

運動視研究

人類がずっと昔から，動くものに対して興味を持って

きたことは知られている（鷲見，1991)。映画の発明に至

るまで，運動を作り出し，見せるさまざまな工夫をして

きた。また少しあたりを見回せば，我々をとりまく世界

は運動視の世界である（鷲見，1991)。それにもかかわら

ず，これまでの知覚心理学の中で扱われてきた対象は静

止対象がほとんどであった。それは技術的な問題によっ

て，運動対象が扱いにくかったこともあるだろうし，我

々をとりまく世界が運動視の世界だからといって，必ず

しも運動対象を扱う必要はなかったからであろう。Ｍｉ、

chotteの言うように，形態に関する要因は運動視の中

でも，強力な影響を示している（Michotte，1954)。

しかし，静止条件では見られずに，運動だけに関わる

要因があるのは確かなことであり，運動対象を扱う技術

＊社会学研究科心理学専攻修士課程（運動知覚）
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ツク現象についてのものである。偏心点のある円を回転

させると，三次元の円錐として知覚される。その円錐に

は，はっきりと特定できる高さがあり，その円錐の側面

は固く，回転盤の他の面とは，全く異なる性格を持つ。

Musattiは，観察者が実際の立体の知覚の経験に回転

する二次元パターンの知覚を同化させることによって，

回転する平面ペターンから三次元の円錐の知覚が得られ

ると考え，各瞬間瞬間の網膜上での投影像の位置の違い

を最小化することで得られるという仮説をたてた。これ

は現在の「運動からの構造復元」の考えと，基本的に違

いはない（Musatti，1962;Zanforlin，1988)。

しかしこの仮説では，結局このステレオカイネティヅ

ク現象の円錐が，はっきりと知覚可能な高さを持つとい

うことを説明できない。Musattiの仮説からすると，円

錐の頂点となる偏心点とその点からもっとも遠い円周上

の点ともっとも近い円周上の点の間の距離の違いは円錐

の高さが高くなるほど，小さくなる。よって，円錐はは

っきりとした高さを持つことができないことになる。こ

の問題点はＵｌｌｍａｎらの「運動からの構造復元」の理論

にも当てはまる（Zanforlin，１９８８を参照のこと)。

これに対して，Zanforlin(1988)は，「速度の違いの最

小化仮説｣'を提唱した。最小化の対象は位置の違いでは

なく，速度の違いである。つまり，回転運動の場合，回

転盤｣のすべての点の角速度は|司じだが，回転の中心か

らの距離に従って，回転盤上の対象の線速度が変わる。

つまり回'伝の中心から遠し､対象ほど単位時間あたりに移

動する距離が長く，近い対象ほど移動距離が短くなる。

視覚系が，対象間の速度の違いを限りなくｏに近づける

ことによって，ステレオカイネティックの円錐の場合で

言えば，偏心点を平面から三次元空間上に転移する。円

周上の点は円の中心を回転すると同時に，偏心点を中心

とする回転もする。円周上の点は円の中心と偏心点を焦

点とする楕円軌道を描く。しかしながら観察者が知覚す

る底面は前額平行面上の円である。したがって円周上の

転が描く楕円が前額平行面に円を投影するときに傾きが

生じ，平面パターンは三次元空間に転移する。「速度の

違いの最小化仮説」では，ステレオカイネティックの円

錐の明確に知覚される高さを量的に予測できる。この仮

説は網膜像を基礎におく必要がない。剛性仮定を含む計

算理論から説明される知覚はveridica］なものだけだ

が，この仮説はｎｏ⑪veridicalな知覚に対しても適用で

きる。それがこの仮説の利点である。

この現象で大事なことは，三次元性だけではなく，そ

れが立体として知覚されるときの見えの特性の変化であ

第３８号１９９３

る。運動状態にある知覚対象は「もの」としての性質を

帯び，静止時とは，全く異なる様相を呈する。このこと

は現在の研究の中では，余り重要視されていない。網膜

像が平面であるのにもかかわらず，三次元として知覚さ

れるという問題にだけ注目が集まっている。これは計算

理論に限らず，Zanforlinの仮説にもあてはまる。今後

は，その三次元性以外の特性にも目をむけていく必要が

ある、

直線によるステレオカイネティック現象

ステレオカイネティック現象がカイネティヅクデプス

効果の一例であるという主張がある（Wallachetaﾉ.，

1956)。三次元の物体を回転させ，その影をスクリーンに

投影する。スクリーンの反対側から，観察者は平面上に

ある直線で構成された影の運動を見ることになる。

Wallach＆Ｏ，C〔)IlIIeIl（1953）の実験では，静｣k状態で

は，その影は平面として知覚された。回転する三次元の

物体の影の輪郭は，その方向と長さが同時に変化すると

き，強い奥行きの印象を生ずるものである。

ところがステレオカイネティック現象には，カイネテ

ィックデプス効果の必要条件である方向と長さの同時の

変化は存在しない。平面図形の剛性の回転があるだけで

ある。しかし例えば，黒い回転盤上に白い線で円を描き

その円の内側にもう一つ白い線図形の円を描くとする。

回転盤と２つの線同形の円のそれぞれの中心が重ならな

いように配置するとする。回転盤が時計まわりに回転す

れば，その白い円も時計まわりに回転するのだが，円周

上のある１点はその１点とその点に隣接する他の点とが

同色であるために，観察者には見かけ上区別ができな

い。その結果，その１点は図形の中でいつも同じ位置に

ある様に知覚される。つまり，円の上部にある点は回転

中常に上部にあると知覚される。そして外側の円と内側

の点を結ぶ線の方向と長さが同時に変化する。そのため

に三次元性の知覚が得られると説明している（Wallach

c/αL，１９５６参照)。

しかし回転中，隣接する点どうしが混同される特性を

持たないステレオカイネティック現象が報告されている

(Johansson＆Jansson，1968；ZaI1forlin＆Vallorti‐

gara,1988)□白い直線を黒い回転盤上でゆっくり回転さ

せると，観察者は直線が三吹元空間で傾いて，回転する

ように見える（Zanforlin＆Vallortigara，1988)。

Zanforlinら（1988）は「速度の違いの最小化仮説」を

回転する直線に当てはめた。回転する直線の三次元空間

上での長さの知覚に対して影響するのは速度差であり，
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絶対速度ではない。Zanforlinは速度差の変数を直線の

物理的な長さとし，絶対速度の変数を回転盤上での直線

の位置とした。直線の両端の点Ａ,Ｂの間の線速度の違

いは直線の中点ｏを中心に自転することにより最小化

される，そして点Ａ，Ｂそれぞれと中点Ｏの間にも|可

ＵようにＡとＯの中点Ｃ，ＢとＯのに１１点Ｃ’を中心

とする回転が生じる，そうすると中点Ｏは反対方向の

運動を同時に持つことになるが，その運動は二次元平面

上では不可能なので，三次元空間に転移する。両端の点

それぞれと積線の中点の線速度の違いの最小化によって

直線は三次元空間上に転移する。点Ａの線速度はＡＯと

ＡＣの和に比例する（Ｂも同様であるし従って，三次

元空間に転移した直線の長さは平面上にあるときよりも

50％長く知覚されると予測した□彼の実験結果はこの予

測を支持した。しかし直線の一端または２点のうちの１

点が回転の中心と一致する場合，回転速度そのものを増

すと直線の111j端の間または２点間の速度差は大きくなる

と考えられる。回転盤上での位置が知覚される直線の長

さに影響すると考えられる。

また絶対速度が直線の見え方に影響するとZanlorlin

ら（1988）は記述しているが！実際に操作された変数は

直線の回転盤上での位置である。直線の中点と回転の中

心が一致している場合に，直線は回転盤の面を貫いて回

転して見える。直線の一端が回転の中心に一致する場合

と中心が直線間にない条件では，一端が錨のように回転

盤の面にあるように見える。見え方に対して影響をもつ

のは，絶対速度そのものではなく，対象の回転盤上での

位置ではないのか。

直線をその両端に当たる２点に置き換えても,｢速度の

違いの最小化仮説」は当てはまる。２点が三次元空間上

に転移すると，２点を結ぷ白い棒が見える。実験１では

２点が三次元空間に転移して生ずる白い棒の長さと見え

方に対する２点の中心間の距離と点の回転盤上での位置

と絶対速度の効果を検証する。

Fig.１実験１で提示したパターン図．

（a）回転の中心側の点が１１丁心から２ｃｍ離

れている

（b）回転の中心が２点の中点と一蓮する

に）１点が回転の中心と一致する

である。円盤全体を一様に照らすために，スライドプロ

ジェクター（キャピンエ業製）を箱魂衝立の中に置く。

観察蝿離は２ｍであるｃ白い点の輝度は５cd/ｍ２であ

る。

提示パターン

提示するパターンは直径１８ｃｍの黒い円である。そ

の上に直径５ｍｍの白い点を２個配置する。視角は

5.15°である。２点の中心間の距離は４．５．６ｃｍで,に｜

転速度は15.30.45rpmである。位置条件は次の３種類

である。

位置条件１：２点間に回転の中心が含まれていなく

て，回転の中心に近い１点が回転の中心から２ｃｍ

離れている､

位置条件２：回転の中心が２点の中点に一致する。

位置条件３：１点が回転の中心に一致する。

各位置条件のパターンをそれぞれＦｉｇ．１（a)･(b)･(c）に

示す。

手続き

観察は暗室で，単眼で行われる。最初に立体が形成さ

れ易い刺激を例（Fig.２参照）として提示する。刺激は

時計回りに回転させる。被験者はそれについての観察報

告をする。観察報告後に，この現象について簡単な説明

を与える｡

第１の課題：２点の位置関係と２点を結ぶ空間の見え

方についての現象観察である。どの位置でも，どの長さ

でも観察可能かどうかを確かめることを目的として含

む。回転速度は３０rpmである。

第２の課題：２点間に奥行き関係が知覚されたら，知

覚される棒の長さを計測する。奥行き関係が安定した

ら，被験者は推定した距離を反応記録用紙に表す。練習

試冒行の後，本試行を２７試行を行う。２７試行を２点の中

心間の距離ごとにまとめて，その中で無作為な順序で提

示する。被験者間で距離の条件の順番を変える。測定の

み２回繰り返す。

実験１

装置

提示パターンを回転させるために可変速モーター（オ

リエンタルモーター社製）を使用する。提示するパター

ン以外の物，特に回転盤の枠が被験者から見えないよう

に，被験者と回転装置の間に開口部のある衝立を置く。

衝立は照明が散光したいように９０cｍ（高さ）×90ｃｍ

(幅)ｘ69cｍ（奥行き）の箱型となっている。衝立は被

験者から７５ｃｍの所に置かれ，開ｎ部の直径は６．７ｃｍ
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Fig.２ステレオカイネティックの円錐．実験１で

例として被験者に提示した図．

被験者

被験者は心理学専攻の学生男子４名，女子３名の計７

名である。第２課題は反応の比較的安定した３名が２回

繰り返す。それをこの実験の結果とした。

結果

いずれの条件でも三次元空間で回転する白い棒が知覚

される｡透明な黒い棒の報告もある。Zanforlinらは絶

対速度が影響すると記述しているが，その影響}よなかつ

た。棒の見え方に影響するのは回転盤上での位置である

位置条件１：中心側の点が近くに見えることが多かっ

た。円盤全体が円錐を形成し，その側面に白い棒が見え

ることもある。

位置条件２：白い棒が知覚されるまでに時間がかかっ

た。平面で回転する場合の透明な棒の報告もある。回転

盤をはさんで一方の点が手前で，他方が回転盤の向こう

にあって，ねじれるように棒が回転する□また平面上で

２点を結ぶ白い円が知覚された。

位置条件３：２点間の奥行き上の位置関係は反転する。

透明な黒い棒の報告が他の条件よりも多い。報告は位置

条件１のものと似ていた。

位置条件１と３では，一方の点を中心に他方の点が

｢ハンマー投げ」のように回転する。Zanforlinらによる

と，中心から離れた点が近くに見え，奥行き関係が反転

することは難しいのだが，この結果では中心から離れて

いる点はむしろ遠くに見え，位置条件３では，容易に奥

行き関係が反転する。

三次元空間で傾いて回転する知覚された棒の長さの平

均値をＦｉｇ．３に表す。三要因分散分析の結果，いずれ

の条件についても有意差はなかった。

最初に７人全員の被験者で実験したときには，２点

間の物理的な距離が長いほど知覚された棒の長さも長く

なり，位置条件１と３の間に有意差がみられた。また

Zanforlinらの結果と同じように，知覚された棒の長さ

に対する回転速度そのものの影響はなかった。本実験の

結果では全ての要因に有意な効果はみられなかったが，

Fig.３から物理的な距離が長くなるほど知覚された棒
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３実験１の結果．位置条件ごとの物理的長さ
と知覚された棒の長さの関係．positionl：

回転の中心が２点間になく，回転の中心側
の点が中心から２ｃｍ離れている．posi‐

ｔｉｏｎ２：２点の中点が回転の中心に一致す

る．position3：１点が回転の中心に一致

する．（観察距離：２ｍ）
（a）１５rpm

（b）３０rpm

に）４５ｒｐｍ

Ｆｉｇ．

の長さも長くなる傾向がある。絶対値そのものはＺan‐

for]ｉｎら（1988）と異なるが，傾向は似ていた。
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実験２

３点によるステレオカイネティック現象

Zanforlinの仮説から考えると，ステレオカイネティ

ックの円錐は３点で形成できると考えられる。３点を三

角形の頂点の位置に配置すると，三次元空間で回転する

三角形として知覚されるのではないか。

ステレオカイネティックの円錐の「速度の違いの妓小

化仮説」がほぼそのまま当てはまる。まず任意の２点が

その平均速度の点を中心に回転する。２点が半径上にな

いために，平均速度の点は２点の中点ではない。そして

残りの1点を中心に２点が凹転する。そこで，三角形は

三次元空間上に立ち上がる。岐初の２点の平均速度の点

と残りの１点との関係から三角形の見えの高さが決ま

る。その１点が頂点となり，他の２点が底辺となり，三

次元空間で斜めに傾いた平面の三角形が回転するよう|こ

見える。

しかし３点が形成する三角形が三次元空間で回転する

場合には，ステレオカイネティックの円錐の底面となる

円は，回転中に隣接する点どうしが混同され，回転中．

円の上側の点は常に上側にあるように知覚されるという

特徴を有していた。そのためにステレオカイネティヅク

の円錐の底面の自転は知覚されない。３点が三角形を三

次元空間で形成する場合，頂点となる１点と底辺となる

２点は同方向に回転する。従って，知覚される三角形の

高さは頂点と底辺の中点との関係で決まるのではなく，

パターン上の三角形の形態，商さがそのまま反映される

よってステレオカイネティックの円錐とは違って，点の

偏心率は知覚される三角形の高さに影響しないことが予

測される。

予備観察において，３点に囲まれる領域の内側に回転

の中心がある場合と回転の中心がその領域の外側にあ

り，かつ回IliZiの中心側の２点が同じ速度の場合は三角形

が形成されるが，１点が回砿の中心に一致する場合のよ

うに相対的な速度差が大きくなりすぎると三角形ではな

く，その回転に一致する点から２本の棒が伸びているよ

うに知覚されることがわかった。

実験２では，三角形が知覚される際に，その現象的特

性を明らかにすると同時に，３点がなす平面上の三角形

の高さと，頂点となる１点の偏心率と位置条件が知覚さ

れる三角形の高さに対する影響を調べる。

提示パターン

パターンは実験１と同様に直径１８ｃｍの黒い円を使

用するが，その上の白い点（直径５ｍｍ）が３個となる。

Fig.４実験２の位置条件１で提示したパターン2．

（a）偏心率Ｏ

（b）偏心率１/３

に）偏心率２/３

（d）偏心率１

Fig.５実験２の位置条件２で提示したパターン2．

（a）偏心率Ｏ

（b）偏心率１/３

に）偏心率２/３

（｡）偏心率１

３点は三角形の形に配置する。３点がなす三角形の高さ

は4.5.6ｃｍとする。２点が形成する底辺の半分の長さ

を１とすると，頂点となる１点を底辺の垂直二等分線上

から0.1/3.2/3.1とずらしていく。偏心率がＯの三形形

は正三角形とする。位置条件は，３点の重心が回転に一

致する位置条件１と，３点の内側に回転の中心を含まな

い位置条件２の２条件とする。位置条件１．２のパターン

をそれぞれFig.４．５に示す。

装置と手続き

回転速度は３０rpmで一定とする。その他の条件及び

装置は実験ｌと同じである。

課題として，（１）３点の間の位置関係，３点のまとま

り方についての言語報告と，（２）安定した三角形が知覚

された際の頂点から底辺までの垂線の長さを推定するこ

とを被験者に求めた。頂点として偏心させる対象の点を

実験者が回転前にその都度被験者に指定する。記録方法

は実験１と同じである。位置条件ごとに実験を行い，ま

たその中で同じ高さの条件をひとまとまりとしてその中

で無作為な順番で提示する。被験者によって位値条件・

高さの条件の１１頂番を変える。高さの測定は各条件２回行

われる。各回で高さ，偏心率の条件の提示順は異なる。

被験者

被験者は心理学専攻の学生男子２名と女子２名であ

る。全員予備観察が実験１で，距離の推定を行ったこと

がある。
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１点が回転盤から離れ，三次元空間に転移

する．図では観察者の側に向かってくる場
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結果

すべての三角形でⅢ３点いずれの点が頂点となっても，

三角形が形成される。いずれの偏心率でも平面上の三角

形に似た形態として知覚された。３つの白い線で囲まれ

た三角形が，三次元空間である傾きを持って立ち上がり

回転するように知覚される。１点が頂点として観察者の

方に向かってきて，他の２点が底辺として遠くにあるよ

うに見える。またその逆も見られるｃ

正三角形の場合，平面上にある３点を結ぶ白い円が知

覚された。またその重心が回転の中心に一致する場合，

平面上にある３点と回転の中心を結ぶ線が知覚された。

３点に囲まれた内側の領域とその外側の領域の違いを

lまつきり指摘することはできなかったが，両者に違いが

あり，内側に何かあるという印象であったL｢切りとった

紙」という印象である。３点を結ぶ線は，やはり白っぽ

い。知覚された三角形のイメージをFig.６に示す。

偏心率が０の正三角形の場合は傾きが小さいが，それ

以外のすべての条件で三角形の傾きは急だという報告が

なされている。

どの三角形も平面で描かれたパターンそのままの形で

三次元空間に立ち上がるように見えることが多い｡(ただ

し偏心率が１/３の場合，二等辺三角形，２/３の場合，直

角三角形という形態にまとまるという報告もあった）ま

曰占 0 １ノ３２ノ３

u

Eccentricity

Fig、７実験２の結果．偏心率と知覚された三角形
の高さの関係．positionl：回転の中心が

３点の重心に一致する．dosition2：３点

に囲まれた領域内に回転の中心がない.(観

察距離：２ｍ）
（a）positionｌ

（b）position２

た偏心率を変えるために変数としてその位置を変えた点

よりも，それ以外の点を頂点としてまとまりやすい。そ

の際も，もとのパターンそのものに近い形態か，二等辺

三角形として見え易い。

知覚された三角形の高さの平均値をＦｉｇ．７に示す。

三要因分散分析表の結果，知覚される三角形の高さに対

する偏心率，回転盤上での位置の影響はない［それぞれ

Ｆ(3,72)＝０．０３，，＞0.05,Ｆ(1,72)＝0.02,Ｐ＞0.05]ｏ物理

的高さの効果は有意であった[Ｆ(2,72)＝7.09,ｐ＜0.01]・

交互作用はいずれも有意ではなかった。

物理的な高さが高くなるほど，知覚される三角形の高

さは高くなった。頂点として知覚される点の偏心率は知

覚される高さにまったく影響しなかった。偏心率が高さ
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に影響しないということから，知覚された三角形の形態

もパターン上の３点がなす三角形の形態がそのまま知覚

されると考えられる。

位置条件の影響もなかった。ただし，位置条件に関し

ては影響がありすぎて，三角形として見えない場合を除

いてあるので，三角形として見える場合に限って影響が

ないとしか言えない。同じことが知覚される三角形の見

え方に対する位置条件の影響に関してもいえる。辿度差

が大きくなりすぎると，三角形としてのまとまりが＃1れ

る゜三角形として見える範肌内では，位憤条件は三角形

としてのまとまりに影響を与えないが，１点が回転の中

心に一致している場合は三角形としてのまとまりを崩す

という意味では影響がある。

拠というわけではない。ここでば，ステレオカイネティ

ックの円錐の面を形成するための最小条件が示された。

ステレオカイネティックの円錐の底面は自転しないま

ま回転盤上を回転するように知覚されるが，３点が形

成する三角形の底辺は頂点となる１点と同方向に回転す

る。そのために，頂点となる対象の偏心率が三角形の見

えの高さに影響しないと考えられる。

Zanforlillの「速度の違いの岐小化板説」は回転運動

だけにしか適用されていないが，他の運動にも適用され

るのだろうか。回転運動の場合，速度の違いがあるにも

かかわらず，運動対象間の間隔が変わらないという特徴

がある。例えば，水平方向への平行移動の場合，速度の

違いがあれば，それらの対象間の間隔が開いていき，全

体としてのまとまりを形成できない。では，平行往復運

動で，速度に差があるならば，三次元としてまとまるこ

とは可能な'よずである。そのときの見えの特性は，回転

運動の場合と同じなのであろうか。回転運動には，もう

一つ，対象自体の回転という特徴がある。平行往復運動

の場合，それがない。平行往復運動の場合，対象が擦れ

違う，追い抜く，または重なるということがある。その

場合，速度の違いだけによって，決まらない可能性もあ

るのではないか。

ここでの実験２において，いずれの点も頂点となりえ

たが，実験の変数として指定した点以外の点が，頂点と

なりやすしという靴告がある。速度が遅いもの，距離が

近い２点が形成する棒が軸，基準となりやすいという印

象が得られたが，そのとき基準は体制化においてどのよ

うな機能を果たしているのだろうか。以上のような問題

に関して考察を進めていく必要がある。

考察

ZanforlinとＵｌＩｍａｎらの１１Mの論争は，新しいよう

で，古くからある問題である。すでに，MetzgerU953）

は「我々がここで問題にしているのは運動なのだ｣,そし

て「我々は決してさまざまな形象の群れを見るのではな

く，つねにただ一つの形象がその状態を変えているのを

見るのである｡」と述べている。つまり運動は静止状態の

継起でばない。そういった意味から替えば，ZanforlilI

の仮説は，この立場からの具体的な仮説として意味があ

る。速度の違いが､１１要な変数であることに疑いはないが

そこで測定される値については，測定法により，被験者

により，変動が大きく，Zanforlinが強調するほどの意

味はないように思われる。この実験で，動いている対象

の長さ及び高さを推定することは，被験者にとって，難

しい作業であった。そのようにして得られた値の僅少差

についてとやかく言っても余り意味がないように思われ

る。長さ，高さに関しては，仮説の予測する傾向が見ら

れたことで十分である。点と点の問を結ぶ空間に点の色

が広がることはこの仮説にあっている。

Zanforlinは量的な予測をできることを重視している

が，より質的な側面に関する検討が必要であろう。その

後Zanforlin自身も対象の形，色を変化させる実験を行

い，この仮説からの質的な側面に関する研究を進めてい

る（Zanfor]ｉｎ，1990)。

３点が形成する面に関しては，それが｢切り取った紙」

のように存在していることが明かになった。３点の場合，

このような奥行き関係が生じることを他の仮説からも説

明できる。なぜなら半径上にない点があるので，位置の

違いの最小化によっても説明可能だからである。したが

って「速度の違いの最小化仮説」を支持する直接的な証

結論

Zanforlinら（1988）は回転する直線のステレオカイ

ネティック現象における直線の見えの長さに回転盤上で

の直線の位置は影響しないとしていたが，直線の一端が

回転盤の中心と一致する場合，回転速度を速くすれば，

直線の両端の間の速度差が増すので，Zanforlinらの仮

説からすると，このような配置の場合，回転速度が速い

方が直線の見えの長さが長くなると予測される。しかし

直線の両端にあたる２点で実験した結果，Zanforlinら

の結果のように回転盤上での位Ifiの違いは２点間の見え

の距離に影響しなかった。また２点間の見えの距離の絶

対値はZanforlinらと異なるが，同じような傾向が得ら

れた。

Zanforlinらは回転する直線の見え方に影響するの

￣
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は，絶対速度であるとしているが，回転盤上での位置と

絶対速度を独立に操作したところ，絶対速度は見え方に

影響しなかった。２点が形成する棒の見え方に影響する

のは，回転盤上での位置である。

３点を三角形の頂点上に配置した場合，３点を結ぶ白

い線に囲まれた三角形が三次元空間に立ち上がり，斜に

傾いたまま回転するように知覚される。円錐の場合と異

なり三角形の頂点となる点の偏心率は三角形の見えの商

さに影響しない。
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注

1）「速度の違いの最'1､化仮説」と「運動からの構造復
元」のステレオカイネティック現象に対する適用
については，Zanforlin（1988a，ｂ）およびＺan‐

forlin＆Vallortigara（1988）に祥しい、

2）Ｆｉｇ．１．２．４．５中の白い点は円盤全体との比率
としては，実際に使用したものよりも大きくなっ

ている．


